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Ⅰ 調査検討の概要等 

１ 調査検討の概要 

本検討会では、検討時点において、「消防法の危険物（以下「危険物」

という。）に該当しない物質のうち消防法別表第一の性質欄に掲げる性状

を有すると考えられるもの」又は「危険物に該当する物質のうち他の類の

性状を示すおそれのあるもの」（以下「火災危険性を有するおそれのある

物質」という。）を調査し、危険物への追加又は危険物の類別の変更を行

うか否かについて検討を行った。 

また、新たに毒物及び劇物取締法の毒物又は劇物（以下「毒劇物」とい

う。）に指定され、又は除外された物質について、消防法第９条の３第１

項に掲げる火災予防又は消火活動に重大な支障を生ずるおそれのある物質

（以下「消防活動阻害物質」という。）に該当するか否か又は除外を行う

か否かについて検討を行った。 

 

２ 調査検討事項 

本検討会では、次の事項について調査検討を行った。 

（１）火災危険性を有するおそれのある物質の危険物への追加及び類別の変更

に関すること。 

（２）消防活動阻害物質への追加及び消防活動阻害物質の除外に関すること。 

 

３ 検討会開催状況 

  検討会は、資料１に示す委員等により、次の日程で開催した。 

表Ⅰ－１ 検討会の開催状況 

日  程 検 討 事 項 

第１回 

平成28年５月25日（水） 

(1) 火災危険性を有するおそれのある物質等に関す

る調査検討会報告書（平成27年度）の概要 
(2) 「火災危険性を有するおそれのある物質」の調

査方法について 

(3) 「消防活動阻害物質」の調査方法について 

(4) 今後のスケジュールについて 

(5) その他 

第２回 

平成28年９月２日（金） 

 

 

(1) 第１回検討会の議事録（議事要旨）について 

(2) 「火災危険性を有するおそれのある物質」の対

応について 

(3) 「消防活動阻害物質」の対応について 

(4) その他 

第３回 

平成29年３月９日（木） 

 

(1) 第２回検討会の議事録（議事要旨）について 

(2) 報告書（案）について 

(3) その他 
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資料１ 
委 員 等 名 簿  

【委員】８名（敬称略、順不同） 
田 村  昌 三 
（ 座 長 ） 東京大学 名誉教授 

朝 倉  浩 一 慶應義塾大学理工学部 教授 

新 井  充 東京大学環境安全研究センター 教授 

岩 田  雄 策 消防庁消防大学校消防研究センター 危険性物質研究室 室長 

芝 田  育 也 大阪大学環境安全研究管理センター 教授 

鶴 田  俊 秋田県立大学システム科学技術学部 教授 

三 宅  淳 巳 横浜国立大学先端科学高等研究院 副研究院長・教授 

八木  伊知郎 一般社団法人日本化学工業協会 環境安全部 部長 

【関係省庁出席者】２名（敬称略、順不同） 

平 地  康 一 厚生労働省 医薬食品局 審査管理課 化学物質安全対策室 

奥 村  浩 信 経済産業省 製造産業局 化学物質管理課 化学物質リスク評価室 

【事務局】４名 

秋 葉  洋 消防庁危険物保安室 室長 

七 條  勇 佑 消防庁危険物保安室 課長補佐 

鈴木 健志 P

※ 消防庁危険物保安室 課長補佐  

山 本  真 靖 消防庁危険物保安室 危険物指導調査係長併任危険物判定係長 

髙 部  隆 幸 消防庁危険物保安室 危険物判定係 

※ 平成 28 年５月 25 日まで
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Ⅱ 「火災危険性を有するおそれのある物質」及び「消防活動阻

害物質」についての調査検討 
 １ 対応方針 

（１）火災危険性を有するおそれのある物質の調査に関する基本的な考え

方 

   ア 危険物の定義 

   危険物とは、消防法第２条第７項に「消防法別表第一の品名欄に

掲げる物品で、同表に定める区分に応じ同表の性質欄に掲げる性状

を有するものをいう」と規定されている。当該「別表第一の品名欄」

には、塩素酸塩類、有機過酸化物等の物品名以外に「その他のもの

で政令で定めるもの」及び「前各号に掲げるもののいずれかを含有

するもの」が掲げられている。「その他のもので政令で定めるもの」

とは、危険物の規制に関する政令（以下「政令｣という。）第１条に

おいて規定されているものを指す。 

   また、「前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの」とは、

消防法別表第一の品名欄に掲げられる物品のいずれかを含有してい

るものを指す。 

「同表の性質欄に掲げる性状を有するもの」とは、政令に定める

危険性を判断するための試験（以下「危険物確認試験」という。）

において、政令で定める性状を有するものであることを示す。 

危険物は、その性質に応じて下表のとおり第一類から第六類の６

つのグループに区分されている。 

 

表Ⅱ－１ 危険物の区分 

類 別 性 質 性質の概要 

第一類 酸化性固体 

酸化力の強い固体又は衝撃に対する敏感性の高

い固体であり、不燃物であるが、可燃物の燃焼

を著しく促進する性質を持つもの 

第二類 可燃性固体 比較的低温で着火しやすい固体の可燃物 

第三類 
自然発火性物質 

及び禁水性物質 

空気中で発火するおそれのある固体又は液体、

水と接触して発火するもの又は水と接触し可燃

性ガスを発生する固体又は液体 

第四類 引火性液体 引火性の液体 

第五類 自己反応性物質 
加熱等により爆発する危険性を有する固体又は

液体 

第六類 酸化性液体 
酸化力の強い液体であり、不燃物であるが、可

燃物の燃焼を著しく促進する性質を持つもの 
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  イ 火災危険性を有するおそれのある物質を危険物に追加する際の考え方 

平成20年度に開催した「危険物等の危険性に関する調査検討会」で

の方針を踏まえ、火災危険性を有するおそれのある物質が次の条件の

両方を満たしている場合において、危険物に追加することが妥当であ

るとされた。 

 

【条件①】 火災危険性 

危険物確認試験により、火災危険性を有するおそれのある物質が政

令で定める性状を有すること。 

 

危険物確認試験は、類別に複数の試験が定められているが、候補と

なる物質について、いずれかの試験を実施した結果、危険物と同等以

上の性状を示した場合は条件①に該当する。 

例えば、危険物確認試験のうち、圧力容器試験（自己反応性物質の

判定を行う手法の一つ）において、試験物品の危険性が認められた場

合は、条件①に該当する。 

 

【条件②】 年間生産量等 

火災危険性を有するおそれのある物質の年間生産量等（年間の生産

量又は輸入量）が下記の計算式で求められる数値以上であること。 

 

計算式 

【火災危険性を有するおそれのある物質を危険物に追加した場合

における指定数量】×100（倍）×365（日） 

 

条件②の計算式において、「火災危険性を有するおそれのある物質

を危険物に追加した場合における指定数量」とは、条件①での危険物

確認試験の結果、当該物品が当てはまる政令別表第三の性質欄に掲げ

る性質に対応した指定数量をいう。 

年間生産量等に関する上記の式については、ヒドロキシルアミン等

を危険物として新たに追加することを検討する際に調査を行った、平

成12年当時の年間生産量（ヒドロキシルアミン50％水溶液の生産量：

4,000t、硫酸ヒドロキシルアミンの生産量：6,000t）を勘案し定めら

れたものである。 
１ ヒドロキシルアミン50％水溶液（第五類第二種自己反応性物質） 

年間生産量・・・・・・・・・4,000t 

【100kg】×100×365日 ・・・3,650t 

 

２ 硫酸ヒドロキシルアミン（第五類第二種自己反応性物質） 

年間生産量・・・・・・・・・6,000t 

【100kg】×100×365日 ・・・3,650t 
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ウ 火災危険性を有するおそれのある物質の調査方法 

    今回の火災危険性を有するおそれのある物質の調査方法について

は、次の方法で調査した。 

(ア) 性状の確認を行う物質の選定方法 

ａ 国内外の事故事例、文献等から火災危険性を有するおそれのあ

る物質を抽出し、平成27年度まで火災危険性を有するおそれのあ

る物質として抽出されながら確認試験を実施しなかった物質と併

せて第一次候補物質とする。 

ｂ 第一次候補物質について、文献、インターネット等により用途

及び流通状況を調査し、優先順位を付け、第二次候補物質を選定

する。 

(イ) 上記(ア)ｂで選定された物質の性状の確認 

第二次候補物質として選定された物品について、文献、事故

原因、化学式等の情報から想定される類別の性状に応じた確認

試験を実施する。 

 （２） 消防活動阻害物質の追加に関する基本的な考え方 

   ア 消防活動阻害物質の定義 

   消防活動阻害物質は、消防法第９条の３第１項において、「圧縮

アセチレンガス、液化石油ガスその他の火災予防又は消火活動に支

障を生ずるおそれのある物質で政令で定めるもの」と規定されてい

る。当該政令では、次の①から⑥に掲げる物質であって、以下に示

す数量以上のものと規定されている。 

① 圧縮アセチレンガス：40㎏ 

② 無水硫酸：200㎏ 

③ 液化石油ガス：300㎏ 

④ 生石灰（酸化カルシウム80％以上を含有するものをいう。）：500㎏ 

⑤ 毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第２条第１項に規定

する毒物のうち別表第一の上欄に掲げる物質：当該物質に応じそれ

ぞれ同表の下欄に定める数量 

⑥ 毒物及び劇物取締法第２条第２項に規定する劇物のうち別表第二

の上欄に掲げる物質：当該物質に応じそれぞれ同表の下欄に定める

数量 

イ 毒劇物の対応 

消防活動阻害物質のうち毒劇物については、これまで、「消防活

動阻害物質の指定基準に関する調査検討委員会（平成６年度）」

（委員長：秋田一雄 東京大学名誉教授）において消防活動阻害物

質の追加に関する要件がとりまとめられ、基本的な考え方として、

原則として危険物に該当するものを除外し、流通実態を考慮して次

のいずれかの要件に該当するものについて、消防活動阻害物質に新

たに追加する必要があることとされていた。（表Ⅱ－２） 
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表Ⅱ－２ 消防活動阻害物質に新たに追加するための要件 

指 定 要 件 細     目 

① 常温で人体に有害な気体であ

るもの又は有害な蒸気を発生す

るもの 

○「常温」とは、温度20℃をいう。 

 

○「有害な」とは、危険な吸入毒性

を有することをいう。 

 

○「有害な蒸気を発生するもの」と

は、液体（１気圧において、温度

20℃で液状であるもの又は温度

20℃を超え40℃以下の間において

液状となるものをいう。）である

もの又は空気中の水分等と反応し

て、危険な吸入毒性を有する気体

を発生する固体（気体及び液体以

外のものをいう。）であるものを

いう。 

② 加熱されることにより人体に

有害な蒸気を発生するもの 

○「加熱されること」とは、火災時

における温度上昇をいう。 

 

○「有害な蒸気を発生するもの」と

は、固体であって、融解若しくは

昇華するもの又は分解により危険

な吸入毒性を有する気体を発生す

るものをいう。 

③ 水又は酸と反応して人体に有

害な気体を発生するもの 

○「有害な気体を発生するもの」と

は、固体であって、危険な吸入毒

性を有する気体を発生するものを

いう。 

④ 注水又は熱気流により人体に

有害な粉体が煙状に拡散するも

の 

○「粉体」とは、流通する形状が粉

粒状（目開きが２mmの網ふるいを

通過する量が10％以上であるも

の）であるものをいう。 

 

今年度は、当該指定要件の判断基準を明確にすることを目的に、

「消防活動阻害物質に係る指定要件の判断基準」P

※
Pを定め、新たに毒

劇物に指定又は除外された物質について、消防活動阻害物質へ追加

し、又は除外することを検討することとされた。 
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※「消防活動阻害物質に係る指定要件の判断基準」 
① 常温で人体に有害な気体であるもの又は有害な蒸気を発生するもの 

吸入毒性によって毒劇物に指定された物質は、①の危険性を有するものと
する。 

② 加熱されることにより人体に有害な蒸気を発生するもの 
有害な気体又は蒸気の発生量を実験（文献により明らかな場合は文献値）
により求め、その発生量から「毒物劇物の判定基準」（厚生労働省 薬
事・食品衛生審議会 毒物劇物部会）と比較し、吸入毒性が同程度以上で
あるかを確認する。（表Ⅱ－３） 

③ 水又は酸と反応して人体に有害な気体を発生するもの 
有害な気体又は蒸気の発生量を実験（文献により明らかな場合は文献値）
により求め、その発生量から「毒物劇物の判定基準」（厚生労働省 薬
事・食品衛生審議会 毒物劇物部会）と比較し、吸入毒性が同程度以上で
あるかを確認する。（表Ⅱ－３） 
 

表Ⅱ－３ 毒物劇物の判定基準と同程度以上であるかの確認方法 
発生した物質
の状態種別 

確認方法 計算例 

気体 

当該物質１mol から生成した有害な
気体により、LC50 となる空間体積が
8,960〔ℓ〕P

※１
P以上かどうか。 

 
※１ 「毒物劇物の判定基準」よ
り、吸入毒性（ガス）による指定の
要件は LC50 が 2,500ppm(4hr)以下で
ある。これは物質 1mol が 8,960
〔ℓ〕以上の空間を、LC50 とできる
ということを意味している。 
 
22.4〔ℓ/mol〕/2,500ppm 

＝U8,960〔ℓ〕 
 

水との反応により、物質Ａ 
1mol から有害気体Ｂ（Ｍ＝
27、LC50＝50ppm）が 3g 発生
した場合に、LC50 とできる
空間体積は、 
 
3〔g〕/27〔g〕×22.4〔ℓ〕
/50ppm≑ 49,778〔ℓ〕 
 
49,778〔ℓ〕＞8,960〔ℓ〕 
 
→ ③の指定要件を有する。 
 

蒸気 

当該物質 1mol から生成した有害な蒸
気（分子量Ｍ）により、LC50 となる
空間体積が、100Ｍ〔ℓ〕 P

※２
P以上かど

うか。 
 
※２ 「毒物劇物の判定基準」よ
り、吸入毒性（蒸気）による指定の
要件は LC50 が 10mg/ℓ(4hr)以下であ
る。これは物質 1mol（分子量Ｍ）が
100Ｍ〔ℓ〕以上の空間を、LC50 とで
きるということを意味している。 
 
Ｍ〔g/mol〕 /10〔 mg/ℓ〕＝ U100Ｍ
〔ℓ〕 
 

加熱により、物質Ｃ 1mol か
ら有害蒸気Ｄ（Ｍ＝42、LC50
＝18mg/㎥）が 200〔mg〕発
生した場合に、LC50 とでき
る空間は、 
 
200〔mg〕/18〔mg/㎥〕 

≑  11,111
〔ℓ〕 
 
11,111〔ℓ〕＞100×Ｍ（42）
〔ℓ〕 
 
→ ②の指定要件を有する。 
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２ 火災危険性を有するおそれのある物質の調査検討 

 （１）調査方法（図Ⅱ－１参照） 

   ア 第一次候補物質の抽出 

「①国内外の事故事例調査」、「②文献等調査」、「③未実施物質

の調査」から、火災危険性を有するおそれのある物質を抽出する。 

（ア）国内外の事故事例調査 

以下の事故事例等から、過去１年間に発生・報道された火災・

爆発事故に関与した火災危険性を有するおそれのある物質を抽出

する。 

・火災原因調査報告データ（消防庁） 

・危険物に係る事故事例（消防庁） 

・災害情報データベース（特定非営利活動法人災害情報センター） 

・事故事例データベース（高圧ガス保安協会） 

・労働災害事例（安全衛生情報センター、中央労働災害防止協会） 

・リレーショナル化学災害データベース（独立行政法人産業技術総

合研究所） 

・データベースｅＭＡＲＳ（欧州委員会共同研究センター） 

・データベースＦＡＣＴＳ（オランダ応用科学研究機構） 

・新聞・インターネット等で報道された火災・爆発事故 

（イ）文献等調査 
以下の文献等から、火災危険性を有するおそれのある物質を抽

出する。 

① 一般化学物質等の製造・輸入数量（平成26年度実績）について

（平成28年３月16日経済産業省公表）で示された化学物質のうち、

年間100トン以上の製造・輸入量がある物質 

② 契約締結時、危険物の輸送に関する国連勧告書第19改訂版（国

連危険物輸送専門家委員会）が出版されている場合、当該勧告書

において新たに追加された物質 

③ 16716 の化学商品（化学工業日報社）(2016年版)において、

16615 の化学商品（化学工業日報社）(2015年版)と比較して新た

に追加された物質 

④ ＩＡＴＡ規則書において、危険物として定義されている物質 

⑤ 平成27年度において、化学品の分類及び表示に関する世界調和

システム（ＧＨＳ）に分類された物質又は見直した物質（ＧＨＳ

関係省庁連絡会議） 

  （ウ）未実施物質の調査 
平成27年度に開催した火災危険性を有するおそれのある物質等

に関する調査検討会における調査において、火災危険性を有する

おそれのある物質として抽出されていたが、これまで危険物確認

試験を実施していなかった物質を抽出する。 
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   イ 第二次候補物質の選定（第一次候補物質の優先順位付け） 

第一次候補物質に抽出された火災危険性を有するおそれのある物質

について、文献、インターネット等により、それぞれの物質の性状、

用途、流通状況等を調査し、以下の①から⑤に示すグループに分類す

る。なお、火災危険性評価をする上では、グループ番号が小さい方が

優先順位が上位である。 

①  火災・爆発事故に関与した可能性のある物質 

②  製造・輸入量100 t/年以上の物質 

③  製造・輸入量100 t/年未満の物質 

④  用途のみが把握できた物質 

⑤  用途及び流通量が把握できなかった物質 

ウ 火災危険性評価 

第二次候補物質について、前イのグループに付した番号順を優先に、

当該物質毎に想定される火災危険性に応じた類別の確認試験を行う。 

エ 年間生産量等による評価 

  前ウの評価により、類別の性状を示した物質及び危険物確認試験に

より危険性が確認されたものの、流通量の動向等の把握に努めている

物質（34物質）に関して、その年間生産量等の確認を行う。 
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図Ⅱ－１ 火災危険性を有するおそれのある物質の危険物指定の流れ 

国内事故事例調査 文献調査 

物質の入手可能性等を

勘案し、火災危険性評

価の実施の要否を判断 

第二次候補の選定 

（優先順位付け） 

第一次候補の選定 

指定せず 
火災危険性評価 

確認試験の実施 

指定 

生産（流通）量 

チェック 

（確認試験実施済

みとして）次年度

に再度生産（流

通）量をチェック 

未実施分は次年度 

第一次候補へ 

既に確認試験

を実施し危険

性を有するこ

とを確認して

いるもの 

実施対象 

危険性なし 

一定量以上 

危険性あり 

※【優先順位】 

①火災・爆発事故に関与した可能性のある物質 

②製造・輸入量 100 t/年以上の物質 

③製造・輸入量 100 t/年未満の物質 

④用途のみが把握できた物質 

⑤用途及び流通量が把握できなかった物質 

一定量未満 

※ 
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（２）調査結果 

ア 第一次候補物質の調査結果 

  調査結果は、以下のとおりであり、計16物質を第一次候補物質と

して抽出した。 

①国内外の事故事例調査（２物質） 

・ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

・シクロドデカノンイソオキシム 

 

②文献調査（０物質） 

－ 

 

③未実施物質の調査（14物質） 

・１Ｈ－トリアジン 

・デカボラン(１４) 

・スピロテトラマト 

・三塩化窒素 

・ジチオりん酸Ｏ ，Ｏ－ジメチル－４－オキソベンゾトリアジン－３－イル

メチル 

・１－（３－ジメチルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩 

・パラニトロフェノキシアセトン 

・２－クロロ－４－ニトロフェニルチオノホスホン酸ジメチル 

・５－メチル－１－（１－メチルエチル）－１，２，３アザジホスホール 

・ビス( ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド 

・四硫化四窒素 

・三∃ウ化窒素 

・１，２－ シクロブタンジオン 

・カーボンブリック 

 

イ 第二次候補物質の調査結果（第一次候補物質の優先順位付け） 

第一候補物質を（１）イの①から⑤に分類を行うと、以下のとおり

となる。なお、火災危険性評価をする上では、グループ番号が小さい

方が優先順位が上位である。 

 

①火災・爆発事故に関与した可能性のある化学物質（２物質） 

・ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

・シクロドデカノンイソオキシム 

 

②製造・輸入量100 t/年以上の化学物質（０物質） 

－ 
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③製造・輸入量100 t/年未満の化学物質（１物質） 

・１Ｈ－トリアジン 

 

④用途のみが把握できた化学物質（７物質） 

・デカボラン(１４) 

・スピロテトラマト 

・三塩化窒素 

・ジチオりん酸Ｏ ，Ｏ－ジメチル－４－オキソベンゾトリアジン－３－イル

メチル 

・１－（３－ジメチルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩 

・パラニトロフェノキシアセトン 

・２－クロロ－４－ニトロフェニルチオノホスホン酸ジメチル 

 

⑤用途及び流通量が把握できなかった化学物質（６物質） 

・５－メチル－１－（１－メチルエチル）－１，２，３アザジホスホール 

・ビス( ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド 

・四硫化四窒素 

・三∃ウ化窒素 

・１，２－ シクロブタンジオン 

・カーボンブリック 

 

ウ 火災危険性評価 

第二次候補物質のうち、優先順位が①の２物質及び④の１物質に

ついて、当該物質毎の想定される火災危険性に応じた危険物確認試

験を実施した。優先順位③の物質については、入手困難であったた

め、実施を見送った。 

 

火災危険性評価を実施した物質 二次候補物質のグループ 

・ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

・シクロドデカノンイソオキシム 
① 

・１－（３－ジメチルアミノプロピル）－３－エ

チルカルボジイミド塩酸塩 

※優先順位は④であるが、調査の結果、平成27年

度事故事例調査の該当物質であったため、試験を

実施した。 

④ 

 

当該危険物確認試験を行った結果、３物質すべてが危険物に相当

する性状を示さなかった（表Ⅱ－３）。 
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表Ⅱ－４ 確認試験の結果 

 

No. 物質名（IUPAC） 一般名称 化学構造式（Mw） 状態 
危険物確認試験 

類別 試験項目 評価 結果 

1 
ジクロロイソシア

ヌル酸ナトリウム 

ジクロロイソシア

ヌル酸ナトリウム 

 

 
粉粒 1 

燃焼試験 不燃 
危険物

の性状

を有し

ない 
落球打撃感度試験 不爆 

2 
シクロドデカノンイ

ソオキシム 

ω-ラウリンラクタ

ム 

 

 

その他 

（２mm

未満の

粒状） 

5 

圧力容器試験 
危険性

なし 

危険物

の性状

を有し

ない 
熱分析試験 

危険性

なし 

3 

１－（３－ジメチル

アミノプロピル）－

３－エチルカルボ

ジイミド塩酸塩 

１－（３－ジメチル

アミノプロピル）－

３－エチルカルボ

ジイミド塩酸塩 

 

 
粉粒 

3 

自然発火性試験 
危険性

なし 

危険物

の性状

を有し

ない 

水との反応性試験 
危険性

なし 

5 

圧力容器試験 
危険性

なし 

熱分析試験 
危険性

なし 

 
 

エ 年間生産量等による評価 

危険物確認試験により危険性が確認されたものの、流通量の動向

等の把握に努めている物質（33物質）については、その全てが年間

生産量等が危険物に指定する条件を満たしていないことから、指定

を見送ることとした。 

流通量の動向等の把握に努めている物質（33物質） 

・ヨードソベンゼン（ヨードシルベンゼン） 

・ヒドラジン 

・１－アリルオキシ２－，３－エポキシプロパン 

・ナトリウムアミド 

・窒化リチウム 

・ジフェニルホスフィン 

・シクロヘキサ－１，３－ジエン 

・２－チオキソ－４－チアゾリジノン（ロダニン） 

・２－クロロピリジン－Ｎ－オキシド 

・ジシクロペンタジエン 

・アクリルアルデヒド（＞90％）（アクロレイン） 

・スポンジニッケル触媒 

・アセトアルデヒドオキシム（ヒドロキシイミノエタン） 

分子式：C3Cl2N3O3.Na 

分子式：C12H23NO 
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・３－ブロモプロピン(臭化プロパルギル） 

・２－アミノチアゾール 

・イソパレルアルデヒド 

・亜硝酸イソペンチル 

・フェニルホスホン酸ジクロリド 

・水酸化尿素（ヒドロキシル尿素） 

・トリメチルホスフィン 

・トリ－ｔ－ブチルホスフィン 

・ジアリルエーテル 

・オキセタン（トリメチレンオキシド） 

・塩化チタン（Ⅲ），無水，アルミニウム還元型 

・塩化チタン（Ⅲ） 

・トリブチルホスフィン 

・ラネーニッケル 

・トリメチル亜リン酸 

・シアナミド 

・アセトアミドオキシム 

・窒化チタン粉末 

・アゼチジン 

・２－クロロアセトアルドオキシム 

 

 （３）結論 

  今回調査した物質は、危険物確認試験により政令で定める性状を有

する物質ではなかった。 

以上のことから今回の調査時点においては、新たに危険物に追加す

る物質はないとの結論に達した。 

なお、重合反応を有する物質（以下「重合性物質」という。）であ

る「２－クロロ－１，３－ブタジエン（平成24年度検討）」、「２－ク

ロロアクリロニトリル（平成24年度検討）」及び「２－プロペン酸（ア

クリル酸）（平成25年度検討）」の３物質を第５類の自己反応性物質に

追加するかどうかについては、過去の検討会において、国際的な動向を

踏まえて追加の検討を行うべきとされていたが、①危険物輸送に関する

勧告（第19改訂版）において、自己反応性物質と重合性物質は別区分と

されており、異なる危険性を有する物質として捉えられていること②消

防法第５類自己反応性物質は、分解反応による爆発の危険性を有し又は

激しい加熱分解を引き起こす物質を対象としていると考えられることか

ら、今後は調査対象から除外することとした。 

 

 ３ 消防活動阻害物質の調査検討 

 （１）毒物及び劇物取締法に基づき毒物又は劇物に指定又は除外された物質 

  今回、毒物及び劇物指定令の一部改正（平成28年７月１日に施行）に

より、新たに指定及び除外された物質は以下のとおりである。 
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   ア 毒物に指定された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 

指定 

消防活動阻害

物質の指定 

１ 
（クロロメチル）ベンゼン及びこれを含有す

る製剤 
第４類 非該当 

２ 
メタンスルホニル＝クロリド及びこれを含有

する製剤 
第４類 非該当 

 

   イ 毒物から除外された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 

指定 

消防活動阻害

物質の指定 

１ 
２－メルカプトエタノール（２－メルカプト

エタノール10％以下を含有する製剤。） 
第４類 非該当 

 

   ウ 劇物に指定された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 

指定 
消防活動阻害

物質の指定 

１ グリコール酸（グリコール酸3.6％以下を含

有するものを除く。） 
非危険物 非該当 

２ 

ビス（２－エチルヘキシル）＝水素＝ホスフ

アート（ビス（２－エチルヘキシル）＝水素

＝ホスフアート2％以下を含有するものを除

く。） 

第４類 非該当 

３ ブチル（トリクロロ）スタンナン及びこれを

含有する製剤 
第４類 非該当 

４ ２－セカンダリ－ブチルフエノール及びこれ

を含有する製剤 
第４類 非該当 

５ 無水酢酸及びこれを含有する製剤 第４類 非該当 

６ 無水マレイン酸及びこれを含有する製剤 非危険物 非該当 

７ ２－メルカプトエタノール（２－メルカプト

エタノール10％以下を含有する製剤。） 
第４類 非該当 
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   エ 劇物から除外された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 

指定 

消防活動阻害

物質の指定 

１ 

２－メルカプトエタノール（20リットル以下

の容器に収められたものであって、２－メル

カプトエタノール0.1％以下を含有するも

の。） 

第４類 非該当 

２ 
メタバナジン酸アンモニウム0.01％以下を含

有する製剤 
非危険物 該当 

３ 

２，２，２－トリフルオロエチル＝［（１

Ｓ）－シアノ－２－メチルプロピル］カルバ

マート及びこれを含有する製剤 

非危険物 非該当 

 

 （２）消防活動阻害物質への指定又は除外の検討 

  毒物及び劇物指定令の一部改正により新たに毒物及び劇物に指定又は

除外されたものについて、消防活動阻害物質に追加又は除外することに

ついては、Ⅱ、１、(２)の基本的な考え方に基づき、以下の対応が妥当

であると考えられる。 

 ア 毒物に指定された２物質（「（クロロメチル）ベンゼン及びこれを

含有する製剤」及び「メタンスルホニル＝クロリド及びこれを含有す

る製剤」）は、既に危険物に該当しているため、消防活動阻害物質に

は追加しない。 

イ 劇物に指定された７物質のうち、既に危険物に該当している「ビ

ス（２－エチルヘキシル）＝水素＝ホスフアート（ビス（２－エチ

ルヘキシル）＝水素＝ホスフアート2％以下を含有するものを除

く。）」、「ブチル（トリクロロ）スタンナン及びこれを含有する

製剤」、「２－セカンダリ－ブチルフエノール及びこれを含有する

製剤」、「無水酢酸及びこれを含有する製剤」及び「２－メルカプ

トエタノール（２－メルカプトエタノール10％以下を含有する製

剤。）」は、消防活動阻害物質には追加しない。 

   劇物に指定された残りの２物質（「グリコール酸（グリコール酸

3.6％以下を含有するものを除く。）」及び「無水マレイン酸及びこ

れを含有する製剤」）に関しては、消防活動阻害物質としての指定に

ついて検討する必要がある。 

 ウ 平成27年度の本検討会において入手困難であり必要な分析ができな

いことから消防活動阻害物質の指定を見送ることとされた「２－エチ
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ル－３，７－ジメチル－６－［４－（トリフルオロメトキシ）フエノ

キシ］－４－キノリル＝メチル＝カルボナート及びこれを含有する製

剤」について、流通量の動向を把握する必要がある。 

 エ 毒劇物から除外された４物質のうち、「メタバナジン酸アンモニウ

ム0.01％以下を含有する製剤」については、既に消防活動阻害物質に

指定されている物質であるため、除外する必要がある。 

（３）結論 

   ア 「グリコール酸（グリコール酸3.6％以下を含有するものを除く。）」

については、SDS等における火災時の対応として「燃焼ガスに有毒ガ

スが含まれるので、消火作業の際には、煙の吸入を避ける。」とある

ことから、加熱発生ガスの分析を行い、１（２）イの「消防活動阻害

物質に係る指定要件の判断基準」に基づき、指定要件を有するかどう

か判断した（表Ⅱ－５－１，２）。 

     その結果、加熱発生したいずれのガスも指定要件を満たさなかった

ため、消防活動阻害物質には指定しない。 
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表Ⅱ－５－１ グリコール酸の判定結果（気体） 

評価対象物質 分子量 
LC50 値 
(ppm) 

加熱条件 
発生量 
(mg/g) 

LC50 となる 
空間体積(L) P

  

判定

基準 
(L) 

判定 
結果 

アクロレイン 56.06 7.4  

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜10 

8960 
 

× 

(イ)300℃～500℃ 0.05 200 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.01 ＜10 × 

ホルム 
アルデヒド 

30.03 480 

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜0.1 × 

(イ)300℃～500℃ 5 600 × 

(ウ)500℃～800℃ 10 1000 × 

アセト 
アルデヒド 

44.05 13300 

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜0.01 × 

(イ)300℃～500℃ 0.62 2 × 

(ウ)500℃～800℃ 0.05 0.2 × 

プロピオン 
アルデヒド 

58.08 9228 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜1 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜1 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜1 × 

アセトン 58.08 32000 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

(イ)300℃～500℃ 0.2 0.2 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

メタノール 32.04 31500 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜1 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜1 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜1 × 

メチルビニル 
ケトン 

70.09 2.4 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜1000 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜1000 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜1000 × 

ジアセチル 86.09 －P

※ 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 － － 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 － － 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 － － 

酢酸 60.05 －P

※ 

(ア)室温～300℃ ＜1.0 － － 

(イ)300℃～500℃ ＜1.0 － － 

(ウ)500℃～800℃ 1.4 － － 
※ 吸入（気体）LC50 のデータがない物質 
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表Ⅱ－５－２ グリコール酸の判定結果（蒸気） 

評価対象物質 分子量 
LC50 値

(mg/L) 
加熱条件 

発生量 
(mg/g) 

LC50 となる 
空間体積(L) P

  
100M 

(L) 
判定 
結果 

プロピオン 
アルデヒド 

58.08 62 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜0.1 

5808 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

メチルビニル 
ケトン 

70.09 0.007 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜1000 

7009 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜1000 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜1000 × 

2-エチル-1- 
ヘキサノール 

130.23 5.3P

※ 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜10 

13023 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜10 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜10 × 
※ 吸入（蒸気）LC50 のデータがないことから吸入（粉塵）の値を採用した物質 
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イ 「無水マレイン酸」についてはSDS等における火災時の対応として

「火災によって刺激性、腐食性又は毒性のガスを発生するおそれがあ

る。」とあることから、加熱発生ガスの分析を行い、１（２）イの

「消防活動阻害物質に係る指定要件の判断基準」に基づき、指定要件

を有するかどうか判断した（表Ⅱ－６－１，２）。 

    その結果、加熱発生したいずれのガスも指定要件を満たさなかったた

め、消防活動阻害物質には指定しない。 

 

表Ⅱ－６－１ 無水マレイン酸の判定結果（気体） 

評価対象物質 分子量 
LC50 値

(ppm) 
加熱条件 

発生量 
(mg/g) 

LC50 となる 
空間体積(L) P

  

判定基

準 
(L) 

判定 
結果 

アクロレイン 56.06 7.4  

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜10 

 
8960 

 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.01 ＜10 × 

(ウ)500℃～800℃ 0.01 60 × 

ホルムアルデヒド 30.03 480 

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜0.1 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.01 ＜0.1 × 

(ウ)500℃～800℃ 0.13 20 × 

アセトアルデヒド 44.05 13300 

(ア)室温～300℃ ＜0.01 ＜0.01 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.01 ＜0.01 × 

(ウ)500℃～800℃ 0.02 0.07 × 

アセチレン 26.04 －P

※ 

(ア)室温～300℃ <0.5 － － 

(イ)300℃～500℃ <0.5 － － 

(ウ)500℃～800℃ 1.8 － － 

ベンゼン 78.11 14000 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

※ 吸入（気体）LC50 のデータがない物質 
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表Ⅱ－６－２ 無水マレイン酸の判定結果（蒸気） 

評価対象物質 分子量 
LC50 値

(mg/L) 
加熱条件 

発生量 
(mg/g) 

LC50 となる 
空間体積(L) P

  
100M 

(L) 
判定 
結果 

ベンゼン 78.11 44.66 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜0.1 

7811 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜0.1 × 

2-エチル-1-ヘキ

サノール 
130.23 5.3P

※２ 

(ア)室温～300℃ ＜0.1 ＜10 

13023 

× 

(イ)300℃～500℃ ＜0.1 ＜10 × 

(ウ)500℃～800℃ ＜0.1 ＜10 × 
※ 吸入（蒸気）LC50 のデータがないことから吸入（粉塵）の値を採用した物質 

 

   ウ 「２－エチル－３，７－ジメチル－６－［４－（トリフルオロメトキ   

シ）フエノキシ］－４－キノリル＝メチル＝カルボナート及びこれを含

有する製剤」については、流通量が把握できず、また入手困難であり必

要な分析ができないことから今回の指定は見送ることとする。なお、今

後の流通量の動向を見守るとともに、来年度の調査対象物質とする。 

 

エ 「メタバナジン酸アンモニウム0.01％以下を含有する製剤」について

は、消防活動阻害物質から除外する。 
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資 料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災危険性を有するおそれのある物質の試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

②シクロドデカノンイソオキシム 

③１－（３－ジメチルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩 
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危険物の候補物質の試験結果（４物質） 
 

表 確認試験を行った危険物の候補物質一覧（３物質） 

No. 物質名（IUPAC） 一般名称 CASNo. 化学構造式 状態

1
ジクロロイソシアヌル

酸ナトリウム
ジクロロイソシアヌル酸

ナトリウム
2893-78-9 固体

2
シクロドデカノンイソ
オキシム

ω-ラウリンラクタム 947-04-6 固体

3
1-（3-ジメチルアミノ
プロピル）-3-エチル
カルボジイミド塩酸塩

1-（3-ジメチルアミノプロ
ピル）-3-エチルカルボ
ジイミド塩酸塩

25952－53－8 固体
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第一類） 氏  名 印 

物 品 名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 和光純薬工業株式会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

  

ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム ：93.0％ ※SDS記載 

化学式              ：CR3RClR2RNR3RNaOR3 

 

製造会社             ：和光純薬工業株式会社 

状    態 

（○印） 
  粉粒状以外 ・ 粉粒状             目開き 2mm網ふるい通過            ％ 

          （ 粉状 ・ 粒状 ）       目開き1.18mm網ふるい通過        100 ％ 

試験結果 

（○印） 

燃 焼 試 験 ランク     １   ・   ２   ・   ３ 

試験データは 

別        添 

落球式打撃感度試験 ランク     １   ・   ２   ・   ３ 

大 量 燃 焼 試 験 危険性          有   ・   無 

鉄 管 試 験 危険性          有   ・   無 

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種酸化性固体 

Ⅱ  第二種酸化性固体 

Ⅲ  第三種酸化性固体 

Ⅳ  非危険物 

品    名 S第一類    U         

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号  

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試    験    名 燃焼試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年  １月 １６日 

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試  験  条  件 温度（  １８ ℃ ）  湿度（  ４１ ％ ）  風速（  ＜０．５ m/s ） 

木 粉 の 種 類 

         粒 度 

その他調整条件 

日本杉辺材  

木粉 ２５０～５００μｍ 

105℃ 4時間乾燥後、ｼﾘｶｹﾞﾙﾃﾞｼｹｰﾀで、20℃－24時間以上乾燥 

無機質断熱板 
種類  ボード 300  厚さ（ 12 mm ） 

熱伝導率  （  180 J/m･hr･℃  ） 

標 
 

準 
 

物 
 

質 
 

の 
 

試  

験 

物  質  名 臭素酸カリウム 過塩素酸カリウム 

純度・等級 （  ≧99.8 ％  ）･（  JIS特級  ） （  99.5 ％  ）･（  和光特級  ） 

粒      度 １５０～３００μm １５０～３００μm 

製 造 会 社 キシダ化学㈱ 和光純薬工業㈱ 

混  合  比 

そ  の  他 

調 整 条 件 
重量比 １ ： １ （合計 ３０ g） 重量比 １ ： １ （合計 ３０ g） 

燃 
 

焼 
 

時 
 

間 

１ 回 目  ２８ 秒 ２３７ 秒 

２ 回 目  ２４ 秒 ２１４ 秒 

３ 回 目  ２７ 秒 ２２６ 秒 

４ 回 目  ２６ 秒 ２１５ 秒 

５ 回 目  ２７ 秒 ２２４ 秒 

平 均 値  ２６ 秒 ２２３ 秒 

試 
 

験 
 

物 
 

品 
 

の 
 

試  

験 

試験物品名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

混  合  比 

そ  の  他 

調 整 条 件 
重量比 １ ： １ （合計 ３０ g） 重量比 ４ ： １ （合計 ３０ g） 

燃 
 

焼 
 

時 
 

間 

１ 回 目 不燃 不燃 
２ 回 目 不燃 不燃 
３ 回 目 不燃 不燃 
４ 回 目 不燃 不燃 
５ 回 目 不燃 不燃 
平 均 値 不燃 不燃 
最 小 値 不燃 

判        定 

（○印） 
※        ランク  （    １    ・    ２    ・    ３    ） 

注１）  標準物質及び試験物品について５回を超える測定結果は別紙 
注２）※臭素酸カリウムの燃焼時間以下の場合                          ･･････（ランク１） 

臭素酸カリウムの燃焼時間を超え、過塩素酸カリウムの燃焼時間以下の場合 
･･････（ランク２） 

過塩素酸カリウムの燃焼時間を超えるか、または不燃である場合  ･･････（ランク３） 
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別紙 注１） 

試  

験  

物  

品  

の  

試  

験 

試験物品名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

混  合  比 

そ  の  他 

調 整 条 件 
重量比 １ ： １ （合計 ３０ g） 重量比 ４ ： １ （合計 ３０ g） 

燃  

焼  

時  

間 

６ 回 目 不燃 不燃 
７ 回 目 実施せず 実施せず 
８ 回 目 実施せず 実施せず 
９ 回 目 実施せず 実施せず 
１０ 回 目 実施せず 実施せず 
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試    験    名 落球式打撃感度試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年  １月 ２０日 

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試  験  条  件 温度（  １８ ℃ ）  湿度（  ４１ ％ ） 

赤 り ん 
純度（ ９８．０ ％ ）  等級（ 和光一級 ）  粒度（ 180 μm通過品  ） 

製造会社（  和光純薬工業（株）  ） 

標 
 

準 
 

物 
 

質 
 

の 
 

試  

験 

物  質  名 塩素酸カリウム 硝酸カリウム 

純度・等級 （  99.5 ％  ）･（  JIS特級  ） （  99.0 ％  ）･（  JIS特級  ） 

粒      度 １５０～３００ μm １５０～３００ μm 

そ  の  他 

調 整 条 件 
乾燥用ｼﾘｶｹﾞﾙﾃﾞｼｹｰﾀで 

室温24hr以上保存 
乾燥用ｼﾘｶｹﾞﾙﾃﾞｼｹｰﾀで 

室温24hr以上保存 

製造  会社 和光純薬工業㈱ 和光純薬工業㈱ 

落球の重量 １．４ g ２６１ g 

５０％爆点 ５．９ cm ６．０ cm 

標準  偏差 ０．０９９８ ０．０７１１ 

試 
 

験 
 

物 
 

品 
 

の 
 

試  

験 

試験物品名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

比較  物質 塩素酸カリウム 硝酸カリウム 

落球の重量 １．４ g ２６１ g 

落      高 ５．９ cm ６．０ cm 

１０回試験 ０／１０ ０／１０ 

３０回試験 －／３０ －／３０ 

合      計 ０／１０ ０／１０ 

判        定 

（○印） 
※        ランク  （    １    ・    ２    ・    ３    ） 

注１）  ４０回を超える測定結果及びデータ集計表は別紙 
注２）※塩素酸カリウムとの比較試験において「爆」が１／２以上の場合･･････（ランク１） 

塩素酸カリウムとの比較試験において「爆」が１／２未満、かつ、 
硝酸カリウムとの比較試験において「爆」が１／２以上の場合･･････（ランク２） 

硝酸カリウムとの比較試験において「爆」が１／２未満の場合  ･･････（ランク３） 
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〔データ集計表〕 

１  塩素酸カリウムを標準物質とする試験 

（１）５０％爆点の算出 

落          高 
A



爆

不爆
E Aの回数 

（n） 

i i×n iP

2
P×n 

H（㎝） 常用対数（logH） 

４．０ 

５．０ 

６．３ 

７．９ 

０．６ 

０．７ 

０．８ 

０．９ 

３ 

１０ 

５ 

１ 

０ 

１ 

２ 

３ 

０ 

１０ 

１０ 

３ 

０ 

１０ 

２０ 

９ 

― ― Ns＝１９ ― A＝２３ B＝３９ 

 HR50R（５０％爆点）＝ ５．９ cm 
 S （標準偏差）＝ ０．０９９８ 

（２）試験物品の測定結果  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合      計 備      考 

落 

球 

重 

量 

 

1.4g 

× × × × × × × × × ×   ０ ／ １０ 

 
           

（ － ／ ３０） 

 

  ０ ／ １０ 

          

          

注１）試験物品の測定結果の記入（爆：○  不爆：×） 
注２）試験物品の測定結果の記入において、４０回を超える測定結果は別紙 

 

２  硝酸カリウムを標準物質とする試験 

（１）５０％爆点の算出 

落          高 
A



爆

不爆
E Aの回数 

（n） 

i i×n iP

2
P×n 

H（㎝） 常用対数（logH） 

４．０ 

５．０ 

６．３ 

 

０．６ 

０．７ 

０．８ 

 

２ 

１０ 

８ 

０ 

１ 

２ 

 

０ 

１０ 

１６ 

０ 

１０ 

３２ 

― ― Ns＝２０ ― A＝２６ B＝４２ 

 HR50R（５０％爆点）＝ ６．０ cm 
 S （標準偏差）＝ ０．０７１１ 

（２）試験物品の測定結果 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合      計 備      考 

落 

球 

重 

量 

 

261g 

× × × × × × × × × ×   ０ ／ １０ 

 
           

（ － ／ ３０） 

 

  ０ ／ １０ 

          

          

注）１（２）の注１及び２に同じ。 
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第二類・可燃性固体類・合成樹脂類） 氏  名 印 

物 品 名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 和光純薬工業株式会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

  

ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム ：93.0％ ※SDS記載 

化学式              ：CR3RClR2RNR3RNaOR3 

 

製造会社             ：和光純薬工業株式会社 

 

状    態 

（○印） 
   塊状  ・  棒状  ・  粉粒状  ・  ペースト状  ・  その他（        ） 

粒度分布  

試験結果 

小ガス炎着火試験 着火時間                        不着火 

試験データは 

別        添 
引火点測定試験(ｾﾀ) 引火点                         >200 ℃ 

燃焼熱量       J/g 融  点       ℃ 酸素指数  

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種可燃性固体 

Ⅱ  第二種可燃性固体 

Ⅲ  引火性固体 

Ⅳ  非危険物 

品    名 

S第二類    U         

指定可燃物  （  可燃性固体類  ・  合成樹脂類  ） 

非危険物 

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試 験 名 小ガス炎着火試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ３０日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度 （  ２０ ℃ ）  湿度 （  ５４ ％ ） 

無機質 断熱板 種類  ﾎﾞｰﾄﾞ300    厚さ（  12  mm） 熱伝導率（  180 J/m･hr･℃  ） 

簡易 着火器具 種類  小ガス炎着火装置    火炎長さ（  70  mm） 

試 験 物 品 名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

着 

火 

時 

間 

１ 回 目 不着火 （   ） ６ 回 目 不着火 （   ） 

２ 回 目 不着火 （   ） ７ 回 目 不着火 （   ） 

３ 回 目 不着火 （   ） ８ 回 目 不着火 （   ） 

４ 回 目 不着火 （   ） ９ 回 目 不着火 （   ） 

５ 回 目 不着火 （   ） 10 回 目 不着火 （   ） 

最 小 値 不着火 （   ） 

（   ）の記入：○は接触中にすべて燃焼、離炎後10秒以内にすべて燃焼 

又は離炎後10秒以上燃焼継続 

判        定 

（○印） 
※    （    易着火性    ・    着火性    ・    危険性なし    ） 

備        考 

 

注１）  １０回を超える測定結果については別紙 

注２）※着火時間が３秒以下の場合 ･･････（易着火性） 

着火時間が３秒を超え 10秒以下の場合 ･･････（ 着火性 ） 

10回の試験においていずれも「不燃」又は「有効な測定値が得られない」場合 

･･････（危険性なし） 
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試 験 名 引火点測定試験 

引火点測定器具 セタ密閉式  ・  その他 （                      ） 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ２３日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー  

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度（  １７ ℃ ）  湿度（  ２０ ％ ）  気圧（  １０２０ hPa ） 

試 験 物 品 名 ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム 

試 
験 
結 
果 

１ 回 目 ＞２００ ℃ 

２ 回 目 ＞２００ ℃ 

平 均 値 ＞２００ ℃ 補 正 値 ＞２００ ℃ 

備          考 
 

注）引火点をクリーブランド開放式引火点測定器により測定した場合には、試験結果欄に設定温度を

（ ）書きで併記すること。 
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第二類・可燃性固体類・合成樹脂類） 氏  名 印 

物 品 名 シクロドデカノンイソオキシム 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 ｼｸﾞﾏ ｱﾙﾄﾞﾘｯﾁ ｼﾞｬﾊﾟﾝ合同会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

  

ω－ラウリンラクタム  ：98％ ※試薬瓶に記載 

化学式         ：CR12RHR23RNO 

 

製造会社        ：ｼｸﾞﾏ ｱﾙﾄﾞﾘｯﾁ ｼﾞｬﾊﾟﾝ合同会社 

 

状    態 

（○印） 
   塊状  ・  棒状  ・  粉粒状  ・  ペースト状  ・  その他（ ＞φ2ｍｍの粒状 ） 

粒度分布  

試験結果 

小ガス炎着火試験 着火時間                        不着火 

試験データは 

別        添 
引火点測定試験(ｾﾀ) 引火点                          191 ℃ 

燃焼熱量       J/g 融  点       ℃ 酸素指数  

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種可燃性固体 

Ⅱ  第二種可燃性固体 

Ⅲ  引火性固体 

Ⅳ  非危険物 

品    名 

S第二類    U         

指定可燃物  （  可燃性固体類  ・  合成樹脂類  ） 

非危険物 

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試 験 名 小ガス炎着火試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ３０日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度 （  ２０ ℃ ）  湿度 （  ５４ ％ ） 

無機質 断熱板 種類  ﾎﾞｰﾄﾞ300    厚さ（  12  mm） 熱伝導率（  180 J/m･hr･℃  ） 

簡易 着火器具 種類  小ガス炎着火装置    火炎長さ（  70  mm） 

試 験 物 品 名 シクロドデカノンイソオキシム 

着 

火 

時 

間 

１ 回 目 不着火 （   ） ６ 回 目 不着火 （   ） 

２ 回 目 不着火 （   ） ７ 回 目 不着火 （   ） 

３ 回 目 不着火 （   ） ８ 回 目 不着火 （   ） 

４ 回 目 不着火 （   ） ９ 回 目 不着火 （   ） 

５ 回 目 不着火 （   ） 10 回 目 不着火 （   ） 

最 小 値 不着火 （   ） 

（   ）の記入：○は接触中にすべて燃焼、離炎後10秒以内にすべて燃焼 

又は離炎後10秒以上燃焼継続 

判        定 

（○印） 
※    （    易着火性    ・    着火性    ・    危険性なし    ） 

備        考 

 

注１）  １０回を超える測定結果については別紙 

注２）※着火時間が３秒以下の場合 ･･････（易着火性） 

着火時間が３秒を超え 10秒以下の場合 ･･････（ 着火性 ） 

10回の試験においていずれも「不燃」又は「有効な測定値が得られない」場合 

･･････（危険性なし） 
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試 験 名 引火点測定試験 

引火点測定器具 セタ密閉式  ・  その他 （                      ） 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ２３日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー  

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度（  １９ ℃ ）  湿度（  ２０ ％ ）  気圧（  １０２１ hPa ） 

試 験 物 品 名 シクロドデカノンイソオキシム 

試 
験 
結 
果 

１ 回 目 １９２ ℃ 

２ 回 目 １９１ ℃ 

平 均 値 １９２ ℃ 補 正 値 １９１ ℃ 

備          考 
 

注）引火点をクリーブランド開放式引火点測定器により測定した場合には、試験結果欄に設定温度を

（ ）書きで併記すること。 
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第五類） 氏  名 印 

物 品 名 シクロドデカノンイソオキシム 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 ｼｸﾞﾏ ｱﾙﾄﾞﾘｯﾁ ｼﾞｬﾊﾟﾝ合同会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

 

ω－ラウリンラクタム  ：98％ ※試薬瓶に記載 

化学式         ：CR12RHR23RNO 

 

製造会社        ：ｼｸﾞﾏ ｱﾙﾄﾞﾘｯﾁ ｼﾞｬﾊﾟﾝ合同会社 

状    態 

（○印） 

固体 ［  塊状  ・  粉粒状  ・  ペースト状  ・  その他（ >φ2ｍｍの粒状 ）］ 

液体 

試験結果 

（○印） 

熱分析試験 危険性              有  ・   無  
試験データは 

別        添 
圧力容器試験 ランク          １  ・  ２  ・  ３ 

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種自己反応性物質 

Ⅱ  第二種自己反応性物質 

Ⅲ  非危険物 

品    名 S第五類  U           

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試    験    名 圧力容器試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ２５日 

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿，加藤 裕貴 

試  験  条  件 温度（  ７ ℃ ）  湿度（  ４３ ％ ） 

破  裂  板  の 
破  裂  圧  力 

（  ６．２  ）× 10P

5
P Pa 

昇  温  速  度 ４０ ℃／min 

試 験 物 品 名 シクロドデカノンイソオキシム 

試 
 
 
  
 
 
 

験 
  
 
 
  
 

結  
 
 
 
 
  

果 

オリフィス 

板 の 孔 径 
９．０ ㎜ １．０ ㎜ 

１  回  目 不 破 裂 不 破 裂 

２  回  目 － 不 破 裂 

３  回  目 － 不 破 裂 

４  回  目 － 不 破 裂 

５  回  目 － 不 破 裂 

６  回  目 － 不 破 裂 

７  回  目 －  － 

８  回  目 － － 

９  回  目 － － 

１０  回  目 － － 

破裂の回数 ０ ／ １ ０ ／ ６ 

判        定 

（○印） 
※      ランク  （    １    ・    ２    ・    ３    ） 

注１）  １０回を超える測定結果は別紙 

注２）※１０回の測定（孔径９．０㎜）において破裂回数５回以上のもの･･････（ランク１） 

１０回の測定（孔径１．０㎜）において破裂回数５回以上のもの･･････（ランク２） 

１０回の測定（孔径１．０㎜）において破裂回数４回以下のもの･･････（ランク３） 
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46 

 

確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第二類・可燃性固体類・合成樹脂類） 氏  名 印 

物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 東京化成工業株式会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

  

1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩：>98.0％ 

※SDS記載 

化学式       ：CR8RHR17RNR3R・HCl 

 

製造会社      ：東京化成工業株式会社 

状    態 

（○印） 
   塊状  ・  棒状  ・  粉粒状  ・  ペースト状  ・  その他（        ） 

粒度分布  

試験結果 

小ガス炎着火試験 着火時間                          4 秒 

試験データは 

別        添 
引火点測定試験(ｾﾀ) 引火点                          110 ℃ 

燃焼熱量       J/g 融  点       ℃ 酸素指数  

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種可燃性固体 

Ⅱ  第二種可燃性固体 

Ⅲ  引火性固体 

Ⅳ  非危険物 

品    名 

第二類    U         

指定可燃物  （  可燃性固体類  ・  合成樹脂類  ） 

非危険物 

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試 験 名 小ガス炎着火試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ３０日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度 （  ２０ ℃ ）  湿度 （  ５４ ％ ） 

無機質 断熱板 種類  ﾎﾞｰﾄﾞ300    厚さ（  12  mm） 熱伝導率（  180 J/m･hr･℃  ） 

簡易 着火器具 種類  小ガス炎着火装置    火炎長さ（  70  mm） 

試 験 物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

着 

火 

時 

間 

１ 回 目  ５ 秒 （ ○ ） ６ 回 目  ５ 秒 （ ○ ） 

２ 回 目  ７ 秒 （ ○ ） ７ 回 目  ４ 秒 （ ○ ） 

３ 回 目  ６ 秒 （ ○ ） ８ 回 目  ５ 秒 （ ○ ） 

４ 回 目  ４ 秒 （ ○ ） ９ 回 目  ４ 秒 （ ○ ） 

５ 回 目  ４ 秒 （ ○ ） 10 回 目  ７ 秒 （ ○ ） 

最 小 値  ４ 秒 （ ○ ） 

（   ）の記入：○は接触中にすべて燃焼、離炎後10秒以内にすべて燃焼 

又は離炎後10秒以上燃焼継続 

判        定 

（○印） 
※    （    易着火性    ・    着火性    ・    危険性なし    ） 

備        考 

 

注１）  １０回を超える測定結果については別紙 

注２）※着火時間が３秒以下の場合 ･･････（易着火性） 

着火時間が３秒を超え 10秒以下の場合 ･･････（ 着火性 ） 

10回の試験においていずれも「不燃」又は「有効な測定値が得られない」場合 

･･････（危険性なし） 
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試 験 名 引火点測定試験 

引火点測定器具 セタ密閉式  ・  その他 （                      ） 

試 験 実 施 日 ２０１７年 １月 ２５日 

試 験 場 所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー  

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試 験 条 件 温度（  １８ ℃ ）  湿度（  ２４ ％ ）  気圧（  １０３１ hPa ） 

試 験 物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

試 
験 
結 
果 

１ 回 目 １１０ ℃ 

２ 回 目 １１１ ℃ 

平 均 値 １１１ ℃ 補 正 値 １１０ ℃ 

備          考 
 

注）引火点をクリーブランド開放式引火点測定器により測定した場合には、試験結果欄に設定温度を

（ ）書きで併記すること。 
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第三類） 氏  名 印 

物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 東京化成工業株式会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

 

1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩：>98.0％ 

※SDS記載 

化学式       ：CR8RHR17RNR3R・HCl 

 

製造会社      ：東京化成工業株式会社 

状    態 

（○印） 

固体 ［ 塊状 ･ 粒状 ･ 粉状（0.3mm 網ふるい通過 100 ％）･ その他（        ）］ 

液体 

試験結果 

（○印） 

自然発火性試験 
固体   発火 ・ 落下発火 ・ 発火しない 

液体   カップ上発火・ろ紙上発火・ろ紙を焦がす・変化なし 

試
験
デ
ー
タ
は 

 
 
 

別
添 

水との反応性試験 

発火  （  少量  ・  微量  ） 

着火 

可燃性ガス発生量             ６．０ ℓ /kg･hr 

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種自然発火性物質及び禁水性物質 

Ⅱ  第二種自然発火性物質及び禁水性物質 

Ⅲ  第三種自然発火性物質及び禁水性物質 

Ⅳ  非危険物 

   

品    名 S第三類  U             

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試    験    名 自然発火性試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年  １月 ３０日 

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試  験  条  件 温度（  ２０ ℃ ）  湿度（  ５０ ％ ） 

無機質  断熱板 種類  ﾎﾞｰﾄﾞ300    厚さ（  12  mm） 熱伝導率（  180 J/m･hr･℃  ） 

試 験 物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

試 
 
 

験 
 
 

結 
  

果 

固 
 
 
 

体 

ろ紙上放置 
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 

◎：自然発火 

×：自然発火せず 

× × × × × 

落      下 
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 

× × × × × 

液 
 
 
 

体 

磁製カップ 

滴下 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 
◎：自然発火 

×：自然発火せず 
     

ろ紙上滴下 
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ◎：自然発火 

○：ろ紙を焦がす 
×：どちらの現象も現れず      

判        定 

（○印） 
※    ランク  （    １    ・    ２    ）    ・    危険性無 

備        考 

 

注１）  ５回を超える測定結果は別紙 

注２）※１回以上自然発火したもの                            ･･････（ランク１） 

１回以上ろ紙を焦がしたもの                          ･･････（ランク２） 

自然発火せず、かつ、ろ紙を焦がさなかったもの        ･･････（危険性無） 
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試    験    名 水との反応性試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年  １月 ３０日  

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿 

試  験  条  件 温度（ ２０ ～ ２０ ℃ ）  湿度（ ５０ ～ ４４ ％ ） 

試 験 物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

試 
 
 
  
 
 
  
 

験 
 
 
  
 
 
   

結 
 
  
 
 
  
 
 

果 

微量での 

測    定 

純 水 の 温 度 ２０ ℃ 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ◎：自然発火 

○：着火(可燃性ガスの発生) 

×：自然発火、着火せず × × × × × 

少量での 

測    定 

純 水 の 温 度 ２０ ℃ 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ◎：自然発火 

○：着火(可燃性ガスの発生) 

×：自然発火、着火せず × × × × × 

ガ 
 
 
  

ス  
 
 
 

発 
  
 
 

生 
 
 
 
 

量 
 
  
 

測 
 
 
  

定 

純 水 の 温 度 ４０ ℃ 

１回目 
１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 最  大  値 

11.0 0.0 － － － 5.5 ℓ /㎏･hr 

２回目 
１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 最  大  値 

12.0 0.0 － － － 6.0 ℓ /㎏･hr 

３回目 
１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 最  大  値 

9.0 0.0 － － － 4.5 ℓ /㎏･hr 

４回目 
１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 最  大  値 

8.0 0.0 － － － 4.0 ℓ /㎏･hr 

５回目 
１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 最  大  値 

10.0 0.0 － － － 5.0 ℓ /㎏･hr 

最大ガス発生量 ６．０ ℓ /㎏･hr 

可燃性ガスの分析 分析方法（    －     ） 結果（   －    ） 

判         定 

（○印） 
※    ランク（  １  ・  ２  ・  ３  ）  ・  危険性無 

注１）  ５回を超える測定結果は別紙 

注２）※自然発火が認められたもの                                ･･････（ランク１） 

着火が認められたもの                                    ･･････（ランク２） 

可燃性ガスの発生量 200 ℓ /㎏･hr以上であるもの           ･･････（ランク３） 

可燃性ガスの発生量 200 ℓ /㎏･hr未満であるもの           ･･････（危険性無） 

 

 

 

（mℓ ） 
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確認試験結果報告書（データベース登録用） 

 

 住  所 

 会社名 

（第五類） 氏  名 印 

物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

製造会社 

又は 

輸入会社 

住所 Tel 

 FAX 

名称 東京化成工業株式会社 

組    成 

全成分（化学名）及びそれぞれの含有率（重量％） 

  

1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩：>98.0％ 

※SDS記載 

化学式       ：CR8RHR17RNR3R・HCl 

 

製造会社      ：東京化成工業株式会社 

状    態 

（○印） 

固体 ［  塊状  ・  粉粒状  ・  ペースト状  ・  その他（       ）］ 

液体 

試験結果 

（○印） 

熱分析試験 危険性              有  ・   無  
試験データは 

別        添 
圧力容器試験 ランク          １  ・  ２  ・  ３ 

総合判定 

（○印） 

Ⅰ  第一種自己反応性物質 

Ⅱ  第二種自己反応性物質 

Ⅲ  非危険物 

品    名 S第五類  U           

そ の 他 

第三者への確認書の交付 （   可   ・   不可   ） 

用途 ： 

連絡担当者 Tel 

 FAX 

※備    考 S  F1  F2  D1  D2  

※登録番号 
 

注１）必要事項を記入し、該当する項目を○で囲むこと。 （Ａ４） 

注２）※印の欄は記入しないこと。 
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試    験    名 圧力容器試験 

試 験 実 施 日 ２０１７年 ２月 ３日 

試  験  場  所 （株）住化分析センター 愛媛ラボラトリー 

試 験 実 施 者 伊藤 和寿，加藤 裕貴 

試  験  条  件 温度（  １０ ℃ ）  湿度（  ５０ ％ ） 

破  裂  板  の 
破  裂  圧  力 

（  ６．２  ）× 10P

5
P Pa 

昇  温  速  度 ４０ ℃／min 

試 験 物 品 名 1-（3-ジメチルアミノプロピル）-3-エチルカルボジイミド塩酸塩 

試 
 
 
  
 
 
 

験 
  
 
 
  
 

結  
 
 
 
 
  

果 

オリフィス 

板 の 孔 径 
９．０ ㎜ １．０ ㎜ 

１  回  目 不 破 裂 不 破 裂 

２  回  目 － 不 破 裂 

３  回  目 － 不 破 裂 

４  回  目 － 不 破 裂 

５  回  目 － 不 破 裂 

６  回  目 － 不 破 裂 

７  回  目 －  － 

８  回  目 － － 

９  回  目 － － 

１０  回  目 － － 

破裂の回数 ０ ／ １ ０ ／ ６ 

判        定 

（○印） 
※      ランク  （    １    ・    ２    ・    ３    ） 

注１）  １０回を超える測定結果は別紙 

注２）※１０回の測定（孔径９．０㎜）において破裂回数５回以上のもの･･････（ランク１） 

１０回の測定（孔径１．０㎜）において破裂回数５回以上のもの･･････（ランク２） 

１０回の測定（孔径１．０㎜）において破裂回数４回以下のもの･･････（ランク３） 
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資 料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加熱発生ガス等分析試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

①グリコール酸 

②無水マレイン酸 
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U 消防活動阻害物質の候補物質の加熱発生ガス等分析業務  

 
1.目的 

候補物質（グリコール酸、無水マレイン酸）について加熱発生ガス分析を行い、火災時において当該

物質から発生する毒性ガスの種類、量等を予測することを目的とする。合わせて当該物質の粒径確認試

験を実施する。 

 
2.当該物質の入手状況 

No 物質名 Lot No. 入手量 入手先 参照図 

1 グリコール酸 LKG4737 500g 和光純薬工業株式会社 1 
2 無水マレイン酸 LKK2465 500g 和光純薬工業株式会社 2 

 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 グリコール酸 標準品(Lot No. LKG4737) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

図 2 無水マレイン酸 標準品(Lot No. LKK2465) 
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3.分析・試験方法 

3.1 試験項目 

   表 1 に試験項目を示す。 

 

表 1 試験項目一覧 

試験項目 

粒径確認試験 

加熱発生ガス試験 

定量分析 P

※ アクロレイン 
ホルムアルデヒド 
アセトアルデヒド 

定性分析 
定性分析で確認された化合物の定量分析 

※特に人体に有害な物質として仕様書(3)のイに例示された化合物のうち、 

 試料構造から発生する可能性がある化合物を定量分析対象とした。 

3.2 粒径確認試験 

ロータップ型振とう機を用いて乾式篩法にて測定を行い、仕様書 2-(2)に記載された“目開き 2mm の

網ふるいを通過する量が 10%以上であるか否か”を確認した。また、装置の写真を図 4 に示す。 
 

3.3 加熱発生ガス試験 

空気通気下で試料 1.0g を管状炉にて加熱したときの発生ガスを、3 水準の昇温範囲で採取した。加熱

条件を表 2 に、分析項目別の捕集方法および測定方法を表 3 に、GC-MS 測定条件を表 4 に示す。 
また、加熱発生ガス試験におけるガス採取イメージを図 3 に示す。 
 
表 2 加熱条件一覧 

条件 
昇温範囲 

(℃) 
昇温速度 
(℃/min) 

空気流量 
(L/min) 

(ア) 室温～300 

30 0.5 (イ) 300～500 
(ウ) 500～800 
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図 3 加熱発生ガス試験におけるガス採取イメージ 
 
 
 
 
表 3 分析項目別の捕集方法および測定方法一覧 

分析項目 捕集法 測定方法 使用装置 

アクロレイン定量 ガスバッグ捕集 
ガスクロマトグラフ質量分析計

（GC-MS） 
図 5,6 

ホルムアルデヒド定量 

アセトアルデヒド定量 
DNPH 溶液捕集 P

※ 
高速液体クロマトグラフ 

（HPLC） 
図 5,8,9 

定性分析 

ガスバッグ捕集 
ガスクロマトグラフ質量分析計

（GC-MS） 
図 5,6,7 

定性分析で確認された

化合物の定量分析 

※DNPH 溶液：0.8%DNPH＋1.0%リン酸のアセトニトリル溶液 

 
表 4 GC-MS 測定条件 

条件 カラム 着目成分 m/z 

A DB-WAX  極性化合物など 
15-550 

B HP-PLOT Q 低級炭化水素など 
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【使用装置】 
 使用装置を図 4～9 に示す。 
(1)ロータップ型振とう機：化学共栄社製 RL-1(図 4) 
(2)管状炉：Mizukami Electric 製(図 5)  
(3)ガスクロマトグラフ質量分析計：Agilent 製  7890A/5975C(図 6） 
(4)ガスクロマトグラフ質量分析計：Agilent 製  6890A/5973N(図 7） 
(5)高速液体クロマトグラフ：Agilent 製  1200LC システム(図 8） 
(6)高速液体クロマトグラフ：Agilent 製  1100LC システム(図 9） 
 

 

図 4 ロータップ型振とう機：化学共栄社製 RL-1(図 4) 
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図 5 管状炉：MizukamiElectric 製 

 

 

 

 

図 6 ガスクロマトグラフ質量分析計： Agilent 製 7890A/5975C 
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図 7 ガスクロマトグラフ質量分析計：Agilent 製 6890A/5973N 
 
 

 

 

 

図 8 高速液体クロマトグラフ：Agilent 製 1200LC システム  
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図 9 高速液体クロマトグラフ：Agilent 製 1100LC システム  
 

 
 
 
 
 
4.分析・試験結果 

4.1 粒径確認試験 

粒径分布測定結果を表 5 に示す。 

   グリコール酸は試料全てが 2mm 以下の粒径であったことから、目開き 2mm の網ふるいを通過する

量が 10%以上であることを確認した。 
  無水マレイン酸においては 2mm 以下の粒径が試料の 8.6%であったことから、目開き 2mm の網ふ

るいを通過する量が 10%以上ではないことを確認した。 
 

表 5 乾式篩法による粒径分布測定結果                      単位：% 

試料名 
粒径分布 

＞2mm ≦2mm 
グリコール酸 0.0 100 
無水マレイン酸 91.4 8.6 
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4.2 加熱発生ガス試験 

4.2.1 アクロレイン、ホルムアルデヒドおよびアセトアルデヒドの定量結果 
(1)グリコール酸の試験結果 
グリコール酸の加熱発生ガス試験前後の状態を図 10 に、試験結果を表 6 に、検出した成分の発生

量の推移を図 11～13 に示す。 
また、各測定で得られたチャートを図 14,15 に示す。 

 

        

図 10 グリコール酸(Lot No. LKG4737) 加熱発生ガス試験前後の試料状態 
 

表 6 グリコール酸の試験結果  

測定項目 温度範囲 
発生量（mg/g） 

n1 n2 n3 平均 

アクロレイン 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ 0.05 0.05 0.05 0.05 
(ゥ)500～800℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

ホルムアルデヒド 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ 4.9 5.2 5.0 5.0 
(ゥ)500～800℃ 10 10 10 10 

アセトアルデヒド 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ 0.57 0.61 0.67 0.62 
(ゥ)500～800℃ 0.05 0.04 0.06 0.05 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試料皿【加熱後】 試料皿【加熱前】 
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図 11 アクロレインの発生量の推移 

 

 

図 12 ホルムアルデヒドの発生量の推移 
 

 
図 13 アセトアルデヒドの発生量の推移 
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図 14 イオンクロマトグラム(m/z 56) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アクロレイン 

アクロレイン 

アクロレイン検出位置 

(ア)室温～300℃ 

(イ)300～500℃ 

(ウ)500～800℃ 



72 

 

 
 
 
 
 

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

mAU   

0

200

400

600

800

1000

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000014.D)

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

mAU   

0

200

400

600

800

1000

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000015.D)

min0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

mAU   

0

200

400

600

800

1000

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000016.D)

 

 
 

 

min1 2 3 4 5 6

mAU   

-10

0

10

20

30

40

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000014.D)

min1 2 3 4 5 6

mAU   

-10

0

10

20

30

40

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000015.D)

min1 2 3 4 5 6

mAU   

-10

0

10

20

30

40

 VWD1 A, 波長=365 nm (OKABE\OKABE 2017-01-18 16-28-22\170118000016.D)

 
図 15  HPLC クロマトグラム 
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 (2)無水マレイン酸の試験結果 
無水マレイン酸の加熱発生ガス試験前後の状態を図 16 に、試験結果を表 7 に、検出した成分の発

生量の推移を図 17～19 に示す。 
また、各測定で得られたチャートを図 20,21 に示す。 

 

        

図 16 無水マレイン酸(Lot No. LKK2465) 加熱発生ガス試験前後の試料状態 
 
表 7 無水マレイン酸の試験結果  

測定項目 温度範囲 
発生量(mg/g) 

n1 n2 n3 平均 

アクロレイン 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ゥ)500～800℃ 0.01 0.01 0.01 0.01 

ホルムアルデヒド 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ゥ)500～800℃ 0.21 0.11 0.07 0.13 

アセトアルデヒド 
(ァ)室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ィ)300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
(ゥ)500～800℃ 0.03 0.02 0.01 0.02 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試料皿【加熱後】 試料皿【加熱前】 
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図 17 アクロレインの発生量の推移 

 

 

図 18 ホルムアルデヒドの発生量の推移 
 

 

     図 19 アセトアルデヒドの発生量の推移 
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図 20 イオンクロマトグラム(m/z 56) 
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図 21  HPLC クロマトグラム 
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4.2.2 定性結果および定性分析で確認された化合物の定量結果 

(1)グリコール酸の試験結果 
グリコール酸の定性・定量結果を表 8 に示す。 
条件 A の GC-MS トータルイオンクロマトグラムを図 22 に、条件 B の GC-MS トータルイ

オンクロマトグラムを図 23 に、確認されたピークのマススペクトルを図 24～34 に示す。 
 

表 8 定性および定量結果(グリコール酸)           単位: mg/g 

ピーク

No. 

推定化合物 P

※1 構造式 

検出有無 
○：検出、×：不検出 

マス 
スペク

トル 
(ア) 

室温～300℃ 
(イ) 

300～500℃ 
(ウ) 

500～800℃ 

① ホルムアルデヒド P

※2 
 × ○ ○ 図 24 

② アセトアルデヒド P

※2 
 × ○ ○ 図 25 

③ プロピオンアルデヒド  × 
(<0.1) 

○ 
 (<0.1) 

× 
 (<0.1) 

図 26 

④ アセトン  
× 

 (<0.1) 
○ 

 (0.2) 
× 

 (<0.1) 
図 27 

⑤ アクロレイン P

※2  × ○ × 図 28 

⑥ メタノール  
× 

(<0.1) 
○ 

 (<0.1) 
○ 

 (<0.1) 
図 29 

⑦ メチルビニルケトン  × 
(<0.1) 

○ 
 (<0.1) 

× 
 (<0.1) 

図 30 

⑧ ジアセチル  
× 

(<0.1) 
○ 

 (<0.1) 
× 

 (<0.1) 
図 31 

⑨ 不明 － × ○ ○ 図 32 

⑩ 酢酸 - × 
(<1.0) 

○ 
 (<1.0) 

○ 
 (1.4) 

図 33 

⑪ 
2-エチル- 

1-ヘキサノール 
 × 

(<0.1) 
○ 

 (<0.1) 
× 

 (<0.1) 
図 34 

注) (    )定量値 

※1:マススペクトルデータベース(wiley275 )を使用し検索を行った結果を参考として化合物を推定したものである 

※2:試料の構造から燃焼による生成が予測されたため、4.2.1 項にて定量 
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図 22 条件 A の GC-MS トータルイオンクロマトグラム(グリコール酸) 
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図 23 条件 B の GC-MS トータルイオンクロマトグラム(グリコール酸) 
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図 24 ピーク No.① (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 25 ピーク No.② (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 26 ピーク No.③ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 27 ピーク No.④ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 28 ピーク No.⑤ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 29 ピーク No.⑥ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 30 ピーク No.⑦ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 31 ピーク No.⑧ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 32 ピーク No.⑨のマススペクトル 
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図 33 ピーク No.⑩ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 34 ピーク No.⑪ (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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(2)無水マレイン酸の試験結果 

無水マレイン酸の定性・定量結果を表 9 に示す。 
条件 A の GC-MS トータルイオンクロマトグラムを図 35 に、条件 B の GC-MS トータルイ

オンクロマトグラムを図 36 に、確認されたピークのマススペクトルを図 37～41 に示す。 
 

表 9  定性および定量結果(無水マレイン酸)          単位: mg/g 

ピーク

No. 

推定化合物 P

※1 構造式 

検出有無 
○：検出、×：不検出 

マス 
スペク

トル 
(ア) 

室温～300℃ 
(イ) 

300～500℃ 
(ウ) 

500～800℃ 

1 アセチレン 
 × 

 (<0.5) 
× 

(<0.5) 
○ 

(1.8) 
図 37 

2 ホルムアルデヒド P

※2  × × ○ 図 38 

3 アセトアルデヒド P

※2 
 × × ○ 図 39 

4 ベンゼン  × 
 (<0.1) 

× 
(<0.1) 

○ 
(<0.1) 

図 40 

5 
2-エチル- 

1-ヘキサノール 
 × 

 (<0.1) 
× 

(<0.1) 
○ 

(<0.1) 
図 41 

注) (    )定量値 

※1:マススペクトルデータベース(wiley275 )を使用し検索を行った結果を参考として化合物を推定したものである。 

※2:試料の構造から燃焼による生成が予測されたため、4.2.1 項にて定量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

OH  

 

O 

H

H
O
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図 35 条件 A の GC-MS トータルイオンクロマトグラム(無水マレイン酸) 
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図 36 条件 B の GC-MS トータルイオンクロマトグラム(無水マレイン酸) 
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図 37 ピーク No.1 (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 38 ピーク No.2 (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 

 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
0

2000

4000

6000

8000

m/z-->

アバンダンス

スキャン 656 (4.855 min): 14 M N1 ③.D\DATA.MS (-670) (-)
28.9

43.9

72.937.8 51.9 58.9 67.933.2 63.121.5 78.7

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
0

2000

4000

6000

8000

m/z-->

アバンダンス

#190: Acetaldehyde (CAS) $$ Ethanal $$ Acetaldeyde $$ Ethyl aldehyde $$ Acet                           
29.0

44.0

 

図 39 ピーク No.3 (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 40 ピーク No.4 (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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図 41 ピーク No.5 (上段)およびデータベース(下段)のマススペクトル 
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5.備考 

加熱発生ガス試験において、グリコール酸、無水マレイン酸共にガス流通経路内に粉体は確認されなか

ったことから、火災時には粉塵の発生に繋がる可能性は低いと推察された。 
また、各試料で状態の異なる液体が下記の通り確認された。 

 

グリコール酸 :ガス流通経路内に褐色の液体(図 42) 
無水マレイン酸 :ガス流通経路内に白濁した液体(図 43) 
 

 

 

 

 

 

 

図 42 加熱発生ガス試験終了後のガス流通経路の状況(グリコール酸) 
 

 

 

 

 

 

 

図 43 加熱発生ガス試験終了後のガス流通経路の状況(無水マレイン酸) 
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